
千葉商科大学院客員教授、

米アラバマ大学名誉教授。

日本開発銀行理事を経て、政策評価、公共計画を専

門に研究活動に入り、大平内閣の「田園都市国家構想」

立案にも参画。 『必要か、リニア新幹線』（岩波書店）

を著す。 公共事業を、経済性、環境適応性、技術的安

全性から評価し、失敗が許されないリニアにとって

なにが問題かを考える。

－学習会－

必要か！リニア新幹線

お話しと意見交換

橋山禮治郎さん

主催：リニア新幹線を考える相模原連絡会

問い合わせ先：

大島松代 ：042-744-4048 山本正弘 ：042-748-8268

中屋重勝 ：090-9827-2005 中野渡旬 ：042-712-7077

杉藤 実 ：090-8102-5099 伊藤貴徳 ：080-5953-0119

２０１３年６月２３日（日）午後２時より

(小田急線)相模大野駅北口 ボ-ノ相模大野サウスモール３F

ユニコムプラザ セミナールーム１､２ （地図ウラ面参照）

（資料代として500円いただきます。）

地域社会や国の将来を決定するのは、住民、国民、一人ひとりの学ぶ力、正しい

判断力、責任ある行動である。リニアは地域社会、将来の日本、利害関係（鉄道利

用者、住民、地方自治体、政府、ＪＲ東海、産業界等）になにをもたらすか。

幻想、無関心を棄て、リニアの必要性、価値、リスク、負担等をいまこそ現実的

に考える時である。


